
 

  

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症予防対策により、本日の午後より３月２５日（水）まで臨時休校となります。初め

ての経験の中で何かと心配や丌安もあると思いますが、子どもたちの健康・安全のために、休校中の過ごし方な

どご家庭でも話し合っていただきたいと思います。保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

■ 新型コロナウイルスによる感染症対応に係る確認事項 

１ 感染症予防のための休業期間（全校） 

   令和２年３月３日（火）午後２時～３月２５日（水） 

    ※土曜日・日曜日・祝日・卒業式(3/19)は除く 

 

２ ご家庭で日中の対応が困難な児童の学校での受け入れについて 

   【期 間】 令和２年３月４日（水）～３月２５日（水）１４日間 

        ※土曜日・日曜日・祝日・卒業式(3/19)は除く 

   【時 間】 午前８時～午後４時 

※ただし、放課後児童クラブに登録している１～３年生は午後３時からは児童館での受け入

れとなります。 

【対 象】 １～６年生 

        ※ただし、４年生以上の児童は、原則的に家庭での対応となります。（放課後児童クラブに登

録している家庭についても、４年生以上の児童は、原則的に家庭での対応。） 

※１～３年生の児童も中学生及び４年生以上の兄・姉がいる場合は、原則的に家庭での対応

となります。 

    【受入条件等】 

①送迎については、保護者の責任下において行うこと 

      ②昼食については、家庭で用意すること 

③受付時間・場所  

午前７時４５分～午前８時（児童用玄関前にて） 

       ※欠席する場合や受付が上記以外の時間となる場合は、必ず事前に学校まで連絡をお願いします。 

      ④「健康状況管理カード」に必要事項（体温・健康状態）を記入したものを、受付の際、学校の担

当職員にカードを渡しながら子どもを預けてください。 

      ⑤体調丌良がみられる場合は、お迎えの連絡をしますので、対応をお願いします。 

      ⑥受け入れは午後４時までです。 

      ⑦清潔なハンカチやタオルを持たせ、マスクを必ず着用させてください。 

       

３ 卒業式（６年生） 

    【日 時】 令和２年３月１９日（木）９時３０分～１１時３０分（保護者受付８時２０分） 

          ※保護者の皆様には、記念写真が８時５０分からなので遅れないようにお願いします。 

    【参加者】 ６年生・教職員・保護者（２名以内） 

 

４ 修了式・離任式について（全校） 

【日 時】 令和２年３月２６日（木） 

      〔修了式〕１０時～１０時３０分 

      〔離任式〕１０時３０分～１１時 

※８時１０分までに、卒業生も一緒に、いつものように登校班で登校 

＝令和元年度竜王小学校だより＝ 

 
令和２年３月３日 

  Ｎｏ．３８ 

校 長  小尾 一彦 



 

 ５ 令和２年度修学旅行について（５年生） 

       甲斐市内全小中学校統一して４・５月の実施は見送ることとする甲斐市教育委員会の方針を受け、延期

することとなりました。現在、旅行業者と調整中なので、詳細が決まりましたならご連絡します。 

 

６ 留意事項 

①人の集まる場所等への外出を避け、基本的に自宅で過ごさせてください。お子様の日中の生活につい

て、ご家族で話し合ってください。  

②うがい、手洗い、マスクの着用など、感染症対策について、ご家族で取り組んでください。  

③学校からの宿題の他、漢字練習や読書など、めあてを決めて自主学習に取り組んでください。  

④学校からの情報は、保護者の皆様に「甲斐っ子安心メール」や学校ホームページを通じて定期的にお

伝えします。（ホームページのチェックをお願いします。） 

⑤緊急または必要に応じて、ご家庭に連絡し、お子様の健康状態等について伺うことがあります。 

    ⑥保健より、お子さんやご家族の健康記録カードを配付しましたので活用してください。 

 

   ※今後の状況によっては、行事等の変更があることをご承知ください。 

 

■ あたりまえが幸せと知った～おそすぎないうちに できるかぎりのことをしよう～ 

本日の朝、本年度最後の学校集会を行いました。６年生にと

って、全校で過ごせる最後の日となりました。６年生を送る会

で歌えなかった「大切なもの」の全校合唱を行いました。本当

に素敵な歌声に胸が熱くなりました。伴奏の５年生も、この日

に備えて一生懸命に練習をしてきてくれました。 

これからの日々が６年生にとって、卒業式に向けて気持ちを

一つにして取り組んだり、友だちとの絆をさらに深めたりする

時期だったと思います。それができないことを思うとやりきれない思いがします。 

４～６年生が歌った「群青」。 

それを歌った東日本大震災で被災し

た福島県南相馬市立小高中学校の生

徒とは状況は違いますが、あたり前

があたり前でなくなってしまうこと

を現実として感じています。「群青」

の中の「あたり前が幸せと知った」

の歌詞の重さがわかります。 

 

そんな状況でも、６年生は今日も卒業式の歌の練習をしました。伊藤先生が、感謝の会で歌った「おそすぎな

いうちに」の歌詞の中にあるように、「今あるすべてのものが、あたり前なんかじゃない。今は大変な中で、みん

なぎりぎりの中で生きている。だから、限られた時間の中で、できるかぎりのことをしよう。」と６年生に話しま

した。本当にその通りだと思います。厳しい状況の中での一人ひとりが自分にできることを、できるかぎりのこ

とをしていってほしいと思います。６年生は、その言葉の意味を理解して合唱に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童一人ひとりに元気にまた会えることを願っています。 

友～旅立ちの時～ 最後のチャイム 


